
どんぐりのヤジロベエどんぐりのコマ

あけた穴につまようじや
竹ひごをさして、
できあがり！

どんぐりは、ブナの木の仲間にできる木の実のことです。
掛川市では、約10種類のどんぐりが見られます。
どんぐりを見分けるには、帽子（殻斗）に注目しましょう。

どんぐりの種類・遊び5 6針葉樹と広葉樹

どんぐりの見分け方

拾ってきたどんぐりで、ちょっと遊んでみましょう。
どんぐりで遊んでみよう！

帽子が
丸っこい

針葉樹と広葉樹

木は、葉の形から針葉樹と広葉樹の2つに分けられます。
針葉樹の葉は、針のようにとがったものが多いです。針葉樹の代表的な

ものはスギやマツ、ヒノキなどです。
広葉樹の葉は、幅が広く平たくなっています。広葉樹の代表的なものは

サクラやクスノキ、エノキなどです。

広葉樹の株立ち

コナラやクヌギなど一部の広葉樹は、40年くらい前までは食事を作る
ための薪や炭として利用されていました。
これらの木は切られても、再び芽を出して成長します。切られたところ

から出る芽は何本もあり、これを株立ちといいます。
株立ちの木がある林は、昔切られたことがある林だということが分か
ります。

帽子（殻斗）

帽子で包ま
れている

帽子が大きく
トゲトゲして
いる

帽子に横すじが
入っている

帽子が魚のうろこの
ようになっている

帽子に毛が
多い

帽子に毛が
少ない

帽子が
三角

シイノキ クヌギ アカガシ アラカシ ウバメガシ コナラ

どんぐりの帽子がついて
いた方に、キリなどで穴
をあけます。キリの先っ
ぽを少し熱すると穴をあ
けやすくなります。

広葉樹の樹形と葉（エノキ）針葉樹の樹形と葉（マツ）

切られない木切られた後、芽が出てきた木 株立ちの木

まき

かく　と

しん　　 よう　　じゅ こう　　よう　　じゅ

19 20


